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図1．4.5V〜20Vの入力から2.5V/8Aの高密度降圧コンバータ

標準的応用例
LTC3608の標準的応用回路を図1に示します。この7mm×
8mmレギュレータは4.5V〜20Vの入力ソースから最大8A
の負荷電流を2.5Vで供給します。このアプリケーションは公
称650kHzでスイッチングするので、高効率を維持しながら、
高さの低いインダクタやコンデンサを使うことができます。こ
のスイッチング周波数は抵抗（IONピンに接続された図1の
RON）によって簡単に調節することができます。動作効率を図
2に示します。

FCBピンはグランドに接続されており、低ノイズと小さな出力
リップルの両方を実現するために、軽負荷で連続モード動作
を強制します。FCBピンをINTVCCに接続して、不連続モード
をイネーブルし、軽負荷での効率を上げることもできます。ソフ
トスタートは、RUN/SSピンからグランドにコンデンサを使っ
てプログラムすることができます。RUN/SSピンを0.8Vより
下に強制すると、デバイスがシャットダウンします。

LTC36XXファミリーは谷電流モード・レギュレータなので、本
質的にインダクタ電流をサイクルごとに制限します。

、LT、LTCおよびLTMはリニアテクノロジー社の登録商標です。 
他の全ての商標はそれぞれの所有者に所有権があります。

表1．LTC36XXファミリー製品の比較
LTC3608 LTC3609 LTC3610 LTC3611

入力電圧範囲
（V）

4 to 20 4.5 to 32 4 to 24 4.5 to 32

最大負荷電流
（A）

8 6 12 10

QFNパッケージ
の寸法（mm） 

7 × 8 × 0.9 7 × 8 × 0.9 9 × 9 × 0.9 9 × 9 × 0.9

はじめに
LTC®3610は4V〜24V（最大28V）の入力電源から最大
12Aの連続出力電流を供給可能な高電力モノリシック同期整
流式降圧DC/DCレギュレータです。これは高電流モノリシッ
ク・レギュレータ・ファミリーの中のひとつで（表1を参照）、低
RDS(ON)のNチャネルのトップおよびボトムのMOSFETを内
蔵しています。このため、外部部品をほとんど使わずに高効
率で電力密度の高いソリューションを実現します。このレギュ
レータ・ファミリーは固定オン時間谷電流モード・アーキテク
チャを使い、高周波数で非常に低いデューティ・サイクルで動
作可能であり、過渡応答が非常に高速です。全て高さの低い

（最大0.9mm）QFNパッケージで供給されます。
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インダクタ電流はボトムMOSFETのRDS(ON)を使って検出
されます。電流センス抵抗を追加する必要はありません。電流
制限もVRNGピンの電圧を使って調整するができます。VRNG
ピンをグランドに接続すると（図1の例）、電流制限は約16A
に設定されます。

出力電圧が安定化ポイントの±10%の範囲から外れる
と、オープン・ドレイン・ロジックのパワーグッド電圧モニタ

（PGOOD）が”L”になります。過電圧の場合、過電圧状態
が解消されるまで内部のトップMOSFETはオフし、ボトム
MOSFETはオンします。LTC36XXはフォールドバック電流
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図2．図1の回路の効率と負荷電流

制限機能も備えており、短絡時にはさらに電流を制限しま
す。出力が25%以上低下すると、最大検出電圧は元の値の約
1/6に低下します。

12Aを超える場合のレギュレータの並列接続
高出力電流アプリケーションのために、これらのデバイスを簡
単に並列接続することができます。2個のLTC3610を並列
に使った1.2V/24Aのアプリケーションを図3に示します。谷
電流モード制御アーキテクチャのおかげで、並列接続されたレ
ギュレータは非常に低いデューティ・サイクルで動作可能であ
り、過渡応答が高速で、負荷バランスが優れています。

電流分担は簡単です。ITHピンの電圧がサイクルごとの谷イ
ンダクタ電流を決めるので、ITHピンを相互に接続します。並
列接続されたLTC3610の帰還ピンは単一の分圧器を共有
します。RUN/SSピンは、LTC3610が同じスルーレートで起
動するように接続されます。並列接続されたLTC3610は、良
好な電流分担のおかげで、熱バランスが優れています。

まとめ
広い入力範囲と出力範囲、高電流能力、および高効率によ
り、これらのモノリシック・レギュレータは、通信インフラスト
ラクチャから産業用配電システムに至るまで、多くのアプリ
ケーションに、サイズが小さく、外部部品点数の少ない電源ソ
リューションを与えます。

図3．24Aの出力電流を供給可能な並列接続した2個のLTC3610
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